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　団塊の世代。学園紛争、環境問題。 
　科学技術に対する不安、不信の時代 
　 
　一般教養を学ぶ中で科学史に関心を 
　もつ 
　 
　科学とは何か？ 科学文明とは？ 
　それを営む人間とは？ 

　　 
↓　　 
 

科学史への関心	
	

東工大 本館前　1971年3月	

東京工業大学の学生時代（1967-1971年）	
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民間企業のエンジニアとして（1971-1977年）	

帝人（株）徳山工場で1976年	
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オクラホマ大学 大学院 で科学史を学ぶ 
1978-1983年	

科学史コレクション	 5	



		
History	of	Science	Collections	Reading	Room,	1979	
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科学史学科の教授陣　1978年頃	
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ウィスコンシン大学でのMidwest	Junto学会に向かう途中	
1980年3月	
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NYC	
WTCで	

テキサス大学	
との対抗戦	
ダラスにて	

Normanの友人宅で	



Ph.D	Dissertation,	1983	

	

学位論文	
　1983年	
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指導教授のMary	Jo	Nye	
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日本で教えた大学	

横浜商科大学,	東京電機大学,	日本大学,		
東京大学,	京都大学,	北海道大学,		
東京工業大学,	横浜国立大学,	千葉大学,		
上智大学,	国際基督教大学,	明治大学,		
日本女子大学,	東京家政学院大学,		
都立商科短期大学,	学習院女子短期大学	
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学習院女子短期大学で「文化史演習」の後で	
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日本大学	
生物資源科学部	
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『科学の社会史ールネサンスから20世紀までー』	
南窓社,	1989年;	増訂版,	2000年	
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中国語訳　2011年	

清華大学　北京	
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Thomas	S.	Kuhnの講演,	1986年　朝日ホールで	
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私と津田梅子との出会い 
1992〜1993年	

       Bryn Mawr College 



留学願書（1889年5月9日付）宮内庁書陵部所蔵	
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「津田梅子と生物学ー科学史とジェンダーの視点からー」	
『科学史研究』49巻（2010):11-21	



津田梅子生誕150周年記念シンポジウム	
2014年10月	
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化学史学会編集委員会	
東工大にて2006年4月	

23	



日本初の化学史国際会議	
東京工業大学	2015年3月	

IWHC	2015	Tokyo	
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Nye夫妻　わが家で	
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2015/03/08	



『化学史事典』	化学同人,	2017	
2079項目,	1000頁	
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1985年8月 国際科学史会議	
バークレーでの猪野さんとの出会い	

27	



第3回湘南科学史懇話会（六会日大前 ）1998/07/0４	
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Inventing	Polymer	Science:		
Staudinger,	Carothers,	and	the	Emergence	of	

Macromolecular	Chemistry	
(University	of	Pennsylvania	Press,	1998)	
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　稲垣 博 先生との偶然の出会い　	
　 高分子コロキウム	
　　　　　　　　　　（ドイツ・フライブルク）	
	

2006（平成18）年2月　喜多源逸の研究を薦められる	
	
「喜多源逸の人と学に関する総合的かつ科学史的論述」	

1987（昭和62）年3月	
Staudingerの研究のため訪独	
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京都大学工学部の化学系では, 基礎の


裏付けがあって独自の応用が拓ける


と考える喜多源逸の信念のもと, 応用と


基礎の間の双方向的な知的刺激によって


創造性を高めていく独特の学問的雰囲気が


生まれていた。


檜山爲次郎
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「京都学派」	

　「むかし哲学に京都学派というのがあった。い

まもあるのかもしれない。西田幾太郎、田辺元

に率いられた一群の学者は日本の思想界に一つ

のシュトルムウントドランクの時代をもたらし

た。私は応用化学界にも、喜多先生に源を発す

る京都学派の存在を感じるものである。」





　　　　　　


　　　　　　　児玉信次郎「喜多源逸先生」『化学』 (1962)
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「京都学派」の人々	
ノーベル化学賞：福井謙一・野依良治	

	

文化勲章：桜田一郎・福井謙一・野依良治	

	

日本学士院会員：	

		喜多源逸・桜田一郎・岡村誠三・福井謙一・	

		野崎一・野依良治	

	

日本化学会会長：	

　喜多源逸・桜田一郎・児玉信次郎・堀尾正雄・	

　古川淳二・福井謙一・鶴田禎二・吉田善一・西島安則・	

　井上祥平・野依良治・玉尾皓平・山本尚	
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本書は喜多源逸と京都学派の形成, 
展開の様相を, おおよそ1910年代
から1960年代までたどる。一言で
いえば, 大正から昭和中期にかけて, 
京都大学工学部を舞台に織りなされ
た化学者たちの群像を描いたもので
ある。
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ここ10年の研究成果をまとめた書物。


歴史の「掘り起こし」と「記録」に意義。





脚注付のため横書き。


学術書だが, 一般読者にも読みやすい内容に
することを心掛けた。





京都学派の全貌を描いたのではなく, 一科学
史家の問題意識と視点から, 京大工化の化学
者群像を描いた。
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プロローグ　喜多源逸の姿を求めて	
　　　　　　　　　　　　　　ー本書ができるまでー	
第１章 　京都学派の形成	
　　　　　　　　　　　　　　—工業化学者・喜多源逸の挑戦—　 	

第２章　　実験室から工場へ	
　　　　　　　　　　　　　　—戦時下の人造石油開発—	

第３章 	　繊維化学から高分子化学へ	
　　　　　　　　　　　　　　—桜田一郎のたどった道—	

第４章 　燃料化学から量子化学へ	
　　　　　　　　　　　　　　—福井謙一が拓いた世界—	

エピローグ　有機合成化学の系譜	
　　　　　　　　　　　　　　—ラウエルから野依良治まで—	
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情報入手の方法	

（１）オーラルヒストリー 
　　　（関係者にインタビュー） 
	

（２）手紙・写真等の遺品類を探す 
	

（３）関連機関が所蔵する文書を調査 
 
（４）当時の新聞記事	
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オーラルヒストリー：インタビュー　	

荒木不二洋, 筏義人, 櫟原四郎, 稲垣博, 乾智行,


今西幸男, 植村榮, 岡勝仁, 岡村誠三, 小野木重治, 鍵谷勤, 


梶山茂, 喜多一男・時生, 喜多真由美・前田貞子, 


喜多洋子, 小辻義男・賢子, 小林文夫, 小林四郎, 


近土隆, 三枝武夫, 宍戸昌彦, 新宮秀夫, 清水祥一, 


武上久代, 田中一義, 玉尾皓平, 中條利一郎, 鶴田禎二,


富久登, 永田親義, 中辻博, 西本清一, 野崎一, 野依良治, 


廣田襄, 福井友栄, 藤永茂, 前田一郎, 森島績, 諸熊奎治, 


山口兆, 山邉時雄, 吉田善一, 米澤貞次郎, 


Roald Hoffmann　　計48人


(五十音順、敬称略）
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第１回目のインタビュー風景	
2006年8月3日京大名誉教授室にて 

（左から山本雅英、小野木重治、稲垣博、平見松夫の各氏）
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諸熊圭治氏とのインタビュー	
2013年11月8日芝蘭会館レストランで
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														　洋行時の鞄　　　　　　　　　　                        　　　　　　　　 卒業生への手紙	
																	喜多家 (北白川）所蔵     　　　　　　　　　　　　　　　　　          野崎 一先生 所蔵	

李升基の手紙  近土家所蔵	41	



文書館・図書館	

•  京都大学大学文書館	
•  京都大学附属図書館	
•  京都大学工学研究科事務室	
•  京都大学化学研究所	
•  京都大学理学部物理学科図書室	
•  東京大学文書館	
•  東京大学工学部図書室	
•  理化学研究所記念史料室	
•  同志社女子大学史料センター	
•  東京藝術大学大学史史料室	
•  国立公文書館	
•  国立国会図書館	
•  滝川市郷土館	
•  成城学園教育研究所	
•  岡山理科大学図書館	
•  Massachusetts Institute of Technology Archives
•  California Institute of Technology Archives
•  Deutsches Muesum Archiv	
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断片的情報をつなぎあわせて


 　　　全体像を構築


43	



44	



喜多源逸の生い立ち	

出自	
�
�明治16年（1883）奈良県生駒郡平端村大字額田部�
�（現: 大和郡山市額田郡南町）に出生	
　	
　源次郎(地主） ・ 亥之祐	
　　┣ーーーキクエ・源治郎・源逸　　	
　た賀	
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源逸の生家と子孫　喜多洋子・やすさん
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東京帝大への道	

1900（明治33）奈良県郡山中学校卒業	
1903（明治36）第三高等学校卒業	
1906（明治39	）東京帝国大学工科大学	
																						　　応用化学科卒業	
1907（明治40）同 講師	
1908（明治41）助教授	
	
河喜多能達との確執,	教育観の齟齬	
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応用化学科 または 工業化学科�
大学・高等工業学校�（大正5年当時）�

�

東京帝国大学　工科大学　　応用化学科（明治19年）


京都帝国大学　工科大学　　工業化学科（大正	3年）


九州帝国大学　工科大学　　応用化学科（明治44年）


東京高等工業学校　　　　　応用化学科（明治34年）


大阪高等工業学校　　　　　応用化学科（明治34年）


米澤高等工業学校　　　　　応用化学科（明治43年）


明治専門学校　　　　　　　応用化学科（明治42年）

（　）内は設置年
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当時の応用化学教育�
�

化学製品の製造法や装置の運転など欧米先進
技術の伝授・模倣が主体�
	
「ふり返れば,	私たちが戦前に受けた工学教育
は工場を動かすための知識を身につけること
だった。外国の本を見ること,	その青写真をつく
ること,	それをなるべく巧妙に工場で生かすこと
につきた。」	
　　　　　　井本 稔（大阪帝国大学工学部卒）	
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喜多の教育観	

��
��模倣だけでは日本の工業は自立できない�
��
��応用をやるにはしっかりした基礎が必須�
��基礎化学者としても一人前に研究ができる�
��応用化学者を養成すべき�
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京都帝大 工業化学科	

1897（明治30）年　京都帝大 創立	
　　　　　　　理工科大学に純正化学科・製造化学科	
	
1913（大正2）年　澤柳事件　製造化学科の２教授が罷免	
1914（大正3）年　	
　　　　理科大学（後の理学部）　化学科	
　　　　工科大学（後の工学部）　工業化学科*（3講座）	
									　　　　　　　　　　　　　　*中澤良夫が命名	

	

1916（大正5）年　中澤が喜多を招聘, 助教授として着任	
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京都帝大に移った頃の喜多	
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欧米留学　　MITの	Noyes	と喜多	ca.	1919	
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喜多 襄（じょう）	
1883-1980	
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ボストンで	

東京音楽学校でユンケルとともに	



理化学研究所と「理研精神」	

　主任研究員：	1922（大正11）より30年間	
　大河内正敏所長の「科学主義工業」	
　理研コンツェルン	
　「科学者の自由な楽園」	
　異分野の科学者との交流	
　主任研究員制度：　京大化学研究所に導入	
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喜多の学風	

工業化学における基礎研究の重視	
　　「応用をやるなら基礎をやれ」	
　　「基礎のための基礎」ではなく,	応用のための基礎	
	
工業化学における、基礎化学、物理学、数学の	
　　　　　　重視  （「類い希な自由な学風」）	
	
基礎研究の成果を工業化につなげる	
　　　　　　実験室から中間工業試験へ	
	
産業界との連携	
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理学部 との交流	

工業化学科の学生は,	
理学部化学科の科目
（有機化学・物理化学・ 
無機化学）を履修	
	

り理学部　物理学科,	動物学科の出身者を登用	
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喜多源逸の	
インタビュー記事	
『大阪毎日新聞』1938（昭和13）年8月12日	

	
朴訥で飾らない性格	
	
指導者としてのカリスマ性	
	
学問に対する大局的見地	
	
研究・教育の組織者として
の能力	
	
産業界から絶大な信頼	
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�
中間工業試験�

��
「日本の化学工業の欠陥は, 基礎的・理論的研究の企業化の適

否を試験すべき機関がないことである」�
�
中間工業試験（パイロットプラントによるスケールアップ試験）を

学内で実施�
�
京都帝大附置化学研究所の役割�
第2代所長（1930〜42年）�

�����機能分担：基礎研究は学部；中間工業試験は化研�
�
主任研究員制度の採用：�「主宰所員」が研究室運営�
�
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京都帝国大学における人造石油の研究 
　　　　　　　　「国策科学」	

1927（昭和2）年	
　フィッシャー・トロプシュ法触媒の 
　研究を開始	
	
兒玉信次郎：京大卒、ドイツ留学、

住友化学を経て、京大教授	
	
兒玉の進言に基づき村田義夫、	
　常岡俊三が鉄系触媒の研究	
　	

喜多と兒玉	
1929（昭和4）年	

60	



京都帝大 化学研究所�中間工業試験	
1937（昭和12）年開始	

京大・吉田構内	

京大化研所蔵	 61	



児玉の報告書　　京大化研所蔵	 １９３９（昭和14）年1月	
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天覧に供された人造石油の試料	

京大化研所蔵	

1940（昭和15）年6月	 63	



燃料化学科設置起案書	

1939（昭和14）年	
　　　　　燃料化学科の新設	
	
第一講座　喜多源逸	
第二講座　兒玉信次郎	
第三講座　澤井郁太郎	
第四講座　中川有三	
第五講座　舟阪渡	
�
�

	

京大大学文書館所蔵	
64	



合成工場	

コークス炉工場	

北海道人造石油	

1938（昭和13）年12月設立	
　	
滝川工場	
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桜田一郎（1904-1986） 	

1904（明治37）年　京都に生まれる	

1923（大正12）年　第三高等学校卒業	

1926（大正15）年　京都帝大工学部工業化学科卒業	
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コロイド化学者　Wolfgang	Ostwald	
（ライプチッヒ大学）	(左）	
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	
　　　　セルロース化学者　Kurt	Hess	
　　（カイザーウィルヘルム化学研究所）（下）	

1928（昭和３）年ー1931（昭和6）年	
　　理研の在外研究員としてドイツ留学　		
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Hermann	Staudinger	
　1920年代初頭から	
　高分子説の提唱	
	
	
桜田,	高分子論争へ参入	
	
	
	
Ｘ線技術の習得	
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桜田と高分子説の受容	

・帰国後5年近く低分子説の立場を維持	
　StaudingerとBerichteで粘度則の解釈での

論争	
・	
　高分子説を受け入れるのは、1935（昭和
10）年秋から（繊維工業学会講演）	

　	
　　理由：論争の結末、自身の研究	
　　Carothersの研究	
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「高分子」という言葉	

「高級分子量物質」から「高分子物質」へ	
「高分子」は桜田の造語ではない	
　（例）コロイド学者の玉蟲文一は桜田以前から使用	
	
桜田は1935（昭和10）年から頻繁に使用	
『工業化學雑誌』に投稿した際に採用を求められた	
　この用語の普及に貢献	
　『高分子の化學』（同誌別冊、1940）	
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喜多研究室の集合写真	
1939（昭和14）年12月　楽友会館にて	
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「国策科学」は工業化まで展開したが�
本格生産に入る前に終戦��
            → 戦争には貢献しなかった�
�
戦後, 企業におけるR&D普及→�
中間工業試験に大学の役割は消滅�
�
基礎から応用への研究体験は戦後に�
継承される�
高分子化学、触媒化学、有機合成化学,�
量子化学など関連基礎分野の開拓と�
その人材育成�
�
1952年�69歳で没する�

1941（昭和16）年撮影	
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工学部化学系学科	

工業化学科の拡充 
学科の新設 
　 1939（昭和14）年：  燃料化学科（石油化学科） 
　 1940（昭和15）年:   化学機械学科（化学工学科） 
　 1941（昭和16）年：　 繊維化学科（高分子化学科） 
 
終戦までに4学科22講座 卒業生は計1,159人 
 
Cf., 東京帝大応用化学科は7講座 卒業生は計1,051人 
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福井謙一（1918-1998） 
   1981年、日本人初の	
　ノーベル化学賞	

　	

　フロンティア軌道理論	

					

　量子化学の分野では	

　Linus Pauling (1954)   
Robert Mulliken (1966)
に次いで３番目の受賞	
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福井謙一の言葉	

　「自分が進もうとしている道には関係なさそうに見え

る学問、否、もっと極端に、逆の方向の学問を一生

懸命勉強することを勧める。自分のやりたい学問と

距離のある学問であればあるほど、後になって創造

的な仕事をする上で重要な意味をもってくるからで

ある。」　 　　　　　　　　　　　　『学問の創造』 1984年 

　　 
　→ ベクトルの異なる分野の学びが創造力の源泉 
　→ 福井自身の原体験にもとずく言葉 
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1918（大正7）年　奈良県に生まれる	

	

中学時代の福井は歴史や文学を好み、
将来歴史学者になることを夢見た。	

高校では理系に進む。文系⇒理系	

	

数学を好み、化学は嫌う	

化学は数学を必要としない暗記科目		

	

喜多源逸のアドバイス１：	

　「数学が好きなら化学をやれ」		

	

1938（昭和13）年　京都帝国大学		

　工学部	工業化学科に入学　　	

　　　　　　　　　数理⇒工業化学	
 
	

京都帝大生時代	
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喜多のアドバイス２ 
「応用をやるなら基礎をやれ」 

 

量子力学との出会い 
「量子力学は、化学を 
数学化、理論化し 
経験的成分を取り除く 
有力な手段」 
　　　　応用⇔基礎 
応用化学⇔量子化学 

理学部物理学教室で福井が読んだ本	
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兒玉信次郎（1906-1996）の影響 
1939年　燃料化学科の新設 
 
ドイツ留学　1930−1932年 
Michael Polanyi の影響 
「量子力学を知らざる者、研究室に入

るべからず」 
化学における量子力学の重要性 
   　 化学⇔量子力学 

 
 理論物理学者・荒木源太郎を 
　工学部 工業化学科に招聘	

児玉、 新宮、 福井	
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陸軍燃料廠での戦時研究： 
ガソリン添加剤の合成 
→不飽和ハイドロカーボン

（炭化水素）への関心 
 
1951（昭和26）年　 
　　　　燃料化学科 教授　　　　　　 
 
　　　　講座の運営 
　　　  燃料化学⇔量子化学 

ハイドロカーボンの反応を量子化学的に理解し、	
経験的学問の化学を「非経験化」することを目標		80	



フロンティア軌道理論へ 

有機電子論の限界 
　ナフタレン分子の反応の謎 
 
分子軌道法  
電子密度の計算 
anthracene, pyrene, perylene 

福井のタイガー計算機	
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講座マネージメント 

燃料化学科から石油化学科に名称変更（1966年）	
　　英語名称:	Department of Hydrocarbon Chemistry 
	

福井の講座:　		

（１）理論部門：理論化学（量子化学、計算化学）	

（２）実験部門：石油化学（有機合成、重合、触媒、有機反応）　	

　　　実験部門の研究は量子化学と直接関係は無かった	

	

実験部門の機能	

　「理論をやるなら実験をやれ」　　理論⇔実験	

　　学科内で理論部門を維持するために実験部門が必要　	
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理論化学の京都学派 
Kyoto School of Theoretical Chemistry	

米澤貞次郎、加藤博史、永田親義、今村詮

山邊時雄、諸熊奎治

藤本博、森島績、川村尚

山辺信一、稲垣都士、加藤重樹、永田進一

湊敏、田中一義、赤木和夫、立花明知

小杉信博、山下晃一、小林久芳

長村吉博、有本茂、寺前裕之、堀謙次

古賀伸明、長岡正隆、吉澤一成、浅井美博

小西英之、中辻博、遠藤一央、加藤肇

平尾公彦、吉川研一、和田和宏

古賀俊勝、太田勝久、北尾修  etc.
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　「自分がもし物理学者になって
いたらノーベル賞は貰えな
かっただろう」 

 
　物理学を学びながら、化学を

究めたことが奏功 
 
理学部ではなく工学部の 
燃料化学科という応用化学系 
の学科に身を置いていたから,  
基礎化学である量子化学の 
探究が実を結んだ。 
　 
　基礎と応用の双方向的刺激 
　　京都学派の学風 

　　　　　ノーベル賞発表直後1981年	
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野依良治氏の読後感	

全編を通じて最も印象に残るのは,	時代を超え
て通じる揺るぎない研究理念と独特の人材育
成の風土の醸成です。そして,	先達の諸先生の
確信に満ちた情熱は常に時代の科学水準を凌
駕していました。私も間も無く,	京都大学工学部
を辞して５０年になります。「喜多精神」の語り部
は少なくなります。再び世界が混迷を深める中,	
志ある後継者たちが,	本書に啓発され,	困難の
克服とわが国の平和と発展に貢献してくれるこ
とを祈念しています。	
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ご静聴ありがとうございました	
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